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十
菱
駿
武
先
生
略
歴
・
研
究
業
績
生
年
月
日
一
九
四
五
年
︵
昭
和
二
〇
︶
三
月
一
九
日
東
京
都
目
黒
区
生
ま
れ
学
歴
一
九
六
三
︵
昭
和
三
八
︶
年
三
月
東
京
都
立
千
歳
高
校
卒
業
一
九
六
四
年
四
月
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
史
学
科
国
史
専
修
入
学
一
九
六
九
年
三
月
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
史
学
科
国
史
専
修
卒
業
一
九
七
三
年
四
月
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
修
士
課
程
進
学
一
九
七
六
年
三
月
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
︑
文
学
修
士
一
九
七
六
年
四
月
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
進
学
一
九
八
〇
年
三
月
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
中
退
職
歴
一
九
七
〇
年
四
月
横
浜
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
埋
蔵
文
化
財
調
査
団
調
査
員
一
九
七
三
年
四
月
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
学
芸
員
︵
非
常
勤
︶︵
～
一
九
八
二
年
︶
一
九
七
七
年
一
〇
月
跡
見
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
一
九
七
八
年
四
月
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師
︵
～
一
九
九
〇
年
︶
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一
九
八
二
年
四
月
世
田
谷
区
遺
跡
調
査
会
調
査
団
長
︵
～
一
九
八
五
年
︶
一
九
八
五
年
四
月
山
梨
学
院
大
学
商
学
部
助
教
授
一
九
八
六
年
四
月
山
梨
学
院
大
学
一
般
教
育
部
教
授
一
九
九
八
年
四
月
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
政
治
行
政
学
科
教
授
︵
至
二
〇
一
二
年
三
月
︶
二
〇
〇
五
年
四
月
新
潟
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師
︵
～
二
〇
一
三
年
︶
二
〇
一
二
年
四
月
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
政
治
行
政
学
科
客
員
教
授
役
職
山
梨
県
文
化
財
保
護
審
議
委
員
甲
斐
黄
金
村
湯
之
奥
金
山
博
物
館
協
議
会
委
員
笛
吹
市
甲
斐
国
分
寺
跡
保
存
整
備
検
討
委
員
山
梨
県
甲
府
城
跡
鉄
門
復
原
整
備
委
員
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
代
表
委
員
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
考
古
学
研
究
会
全
国
委
員
山
梨
県
考
古
学
協
会
委
員
長
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
梨
水
晶
会
議
参
与
山
梨
県
戦
争
遺
跡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
法学論集 71 〔山梨学院大学〕 92
─ 92 ─
伊
奈
石
の
会
顧
問
浅
川
地
下
壕
の
保
存
を
す
す
め
る
会
会
長
所
属
学
会
世
界
考
古
学
会
議
︵
W
o
rld
A
rc
h
a
e
o
lo
g
ic
a
l
C
o
n
g
re
ss︶︑
日
本
考
古
学
協
会
︑
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
︑
考
古
学
研
究
会
︑
第
四
紀
学
会
︑
日
本
鉱
業
史
研
究
会
︑
日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会
︑
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︑
早
稲
田
大
学
考
古
学
会
︑
早
稲
田
大
学
史
学
会
︑
多
摩
考
古
学
研
究
会
専
攻
分
野
日
本
考
古
学
︑
世
界
考
古
学
︑
文
化
財
学
︵
文
化
財
保
護
論
︶︑
日
本
史
学
︵
原
始
・
古
代
～
近
代
︶︑
鉱
山
史
︑
博
物
館
学
研
究
テ
ー
マ
水
晶
の
考
古
学
︑
縄
文
時
代
の
水
晶
原
産
地
と
流
通
・
集
団
関
係
中
世
・
近
世
の
鉱
山
遺
跡
と
技
術
史
の
研
究
︵
金
山
︑
石
切
︶
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
史
跡
整
備
︵
日
本
・
世
界
︶
戦
争
遺
跡
考
古
学
と
近
代
産
業
遺
産
文
化
財
保
護
行
政
・
文
化
財
保
護
法
制
・
文
化
財
保
存
運
動
理
論
︵
日
本
・
世
界
︶
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野
外
調
査
・
保
存
運
動
・
社
会
活
動
水
晶
石
器
の
加
工
・
流
通
・
集
団
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
・
調
査
︵
一
九
八
九
年
～
現
在
︶︑
日
本
︑
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
水
晶
鉱
山
の
歴
史
と
産
業
遺
産
・
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
の
保
存
・
活
用
方
法
の
調
査
・
研
究
︵
一
九
九
六
年
～
現
在
︶︑
日
本
︑
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
山
梨
県
甲
斐
金
山
の
考
古
学
調
査
︵
一
九
八
九
年
～
一
九
九
一
年
︶︑
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
山
梨
県
甲
府
城
跡
・
梅
之
木
遺
跡
の
保
存
運
動
︵
一
九
九
〇
年
～
現
在
︶
日
本
︑
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
石
切
り
場
遺
跡
群
と
石
造
物
研
究
︵
一
九
九
三
年
～
現
在
︶︑
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
山
梨
県
甲
斐
の
古
道
調
査
︑
保
存
・
整
備
・
活
用
︵
二
〇
一
二
年
︶︑
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
甲
府
城
跡
・
梅
之
木
遺
跡
の
保
存
運
動
︵
一
九
九
〇
年
～
現
在
︶
日
本
︑
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
研
究
︵
一
九
九
七
年
～
現
在
︶︑
日
本
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ス
ェ
ー
デ
ン
・
カ
ナ
ダ
︑
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
近
代
戦
争
遺
跡
の
調
査
と
保
存
︵
一
九
九
七
年
～
現
在
︶︑
日
本
・
韓
国
︑
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中
国
四
川
省
の
山
岳
文
化
・
考
古
文
化
・
民
族
文
化
の
調
査
・
研
究
︵
一
九
九
八
～
二
〇
〇
〇
年
︶︑
中
国
︑
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
東
京
都
稲
城
市
南
山
︑
青
梅
市
永
山
丘
陵
︑
あ
き
る
野
市
横
沢
入
の
里
山
保
全
方
法
の
調
査
・
構
想
立
案
︵
一
九
九
七
年
～
現
在
︶
東
京
都
日
野
市
梅
ヶ
丘
地
下
壕
陥
没
訴
訟
の
意
見
書
・
証
言
︵
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
〇
年
︑
東
京
地
裁
︶
東
京
都
渋
谷
区
羽
澤
ガ
ー
デ
ン
訴
訟
の
鑑
定
専
門
委
員
︵
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
一
年
︑
東
京
地
裁
︶
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受
賞
学
術
賞
テ
レ
ビ
山
梨
サ
イ
エ
ン
ス
振
興
基
金
︵
一
九
九
〇
︑
水
晶
の
考
古
学
︑
国
内
︶
著
書
﹃
世
田
谷
区
史
料
第
八
集
考
古
﹄
共
著
︑
世
田
谷
区
一
九
七
五
年
﹁
考
古
学
と
現
代
﹂﹃
日
本
考
古
学
を
学
ぶ

﹄
有
斐
閣
一
九
八
一
年
﹃
遺
跡
が
語
る
東
京
の
三
万
年

先
土
器
・
縄
文
﹄
編
著
︑
柏
書
房
一
九
八
四
年
﹃
遺
跡
が
語
る
東
京
の
三
万
年

弥
生
・
古
墳
時
代
﹄
共
著
︑
柏
書
房
一
九
八
四
年
﹁
成
果
の
公
表
﹂﹃
考
古
学
調
査
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス

室
内
編
﹄
雄
山
閣
一
九
八
四
年
﹃
狛
江
市
史
﹄
共
著
︑
狛
江
市
一
九
八
五
年
﹃
富
士
見
市
史
資
料
編

考
古
﹄
共
著
︑
富
士
見
市
教
育
委
員
会
一
九
八
六
年
﹁
考
古
学
と
現
代
﹂﹃
新
版
日
本
考
古
学
を
学
ぶ

﹄
有
斐
閣
一
九
八
八
年
﹃
八
王
子
城
み
る
・
き
く
・
あ
る
く
﹄
共
著
︑
揺
籃
社
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

︑
揺
籃
社
一
九
八
九
年
﹃
遺
跡
保
存
の
事
典
﹄
共
著
︑
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
編
︑
三
省
堂
一
九
九
〇
年
﹃
一
〇
〇
問
一
〇
〇
答
日
本
の
歴
史

原
始
・
古
代
﹄
共
著
︑
河
出
書
房
新
社
一
九
九
二
年
﹃
寺
野
東
遺
跡
甦
れ
︑
縄
文
の
ロ
マ
ン
﹄
共
著
︑
寺
野
東
遺
跡
の
保
存
を
考
え
る
会
編
︑
随
想
舎
一
九
九
四
年
﹃
秋
留
台
の
自
然
﹄
共
著
︑
都
政
新
報
社
一
九
九
四
年
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﹃
富
士
見
市
史
通
史
編
上
﹄
共
著
︑
富
士
見
市
教
育
委
員
会
一
九
九
五
年
﹃
地
図
で
た
ど
る
日
本
史
﹄
共
著
︑
東
京
堂
出
版
一
九
九
五
年
﹃
前
近
代
史
の
新
し
い
学
び
方
﹄
共
著
︑
青
木
書
店
一
九
九
六
年
﹃
山
梨
県
史
資
料
編

原
始
古
代

﹄
共
著
︑
山
梨
県
一
九
九
七
年
﹃
山
梨
県
史
資
料
編

原
始
古
代

﹄
共
著
︑
山
梨
県
一
九
九
八
年
﹃
須
玉
町
史
資
料
編
考
古
・
古
代
・
中
世
﹄
共
著
︑
須
玉
町
一
九
九
八
年
﹃
戦
争
遺
跡
は
語
る
﹄
共
著
︑
か
も
が
わ
出
版
一
九
九
九
年
﹃
地
球
環
境
調
査
計
測
事
典
遺
跡
・
古
環
境
﹄
編
著
︑
フ
ジ
・
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
二
〇
〇
二
年
﹃
日
本
史
の
エ
ッ
セ
ン
ス
﹄
共
著
︑
有
斐
閣
二
〇
〇
二
年
﹃
し
ら
べ
る
戦
争
遺
跡
の
事
典
正
﹄
編
著
・
柏
書
房
二
〇
〇
二
年
﹃
し
ら
べ
る
戦
争
遺
跡
の
事
典
続
﹄
編
著
・
柏
書
房
二
〇
〇
三
年
﹃
日
本
史
Ｂ
改
訂
版
﹄
共
著
︑
三
省
堂
高
校
教
科
書
二
〇
〇
三
～
二
〇
一
二
年
度
﹃
山
梨
県
史
通
史

原
始
・
古
代
﹄
共
著
︑
山
梨
県
二
〇
〇
三
年
﹃
戦
争
遺
跡
か
ら
学
ぶ
﹄
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
︑
共
著
︑
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
二
〇
〇
三
年
﹃
日
本
の
戦
争
遺
跡
﹄
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
︑
共
著
︑
平
凡
社
新
書
二
〇
〇
四
年
﹃
山
梨
の
人
と
文
化
│
政
﹄
共
著
︑
山
梨
ふ
る
さ
と
文
庫
二
〇
〇
四
年
﹃
学
び
・
調
べ
・
考
え
よ
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
浅
川
地
下
壕
﹄
浅
川
地
下
壕
の
保
存
を
す
す
め
る
会
編
︑
共
著
︑
平
和
文
化
二
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〇
〇
五
年
﹃
新
版
遺
跡
保
存
の
事
典
﹄
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
編
︑
共
著
︑
平
凡
社
二
〇
〇
六
年
﹃
新
し
い
歴
史
教
科
書
の
正
し
い
読
み
方
│
国
の
物
語
を
超
え
て
│
﹄
共
著
︑
青
木
書
店
二
〇
〇
七
年
﹃
多
摩
の
歴
史
遺
産
を
歩
く
﹄
新
泉
社
二
〇
〇
九
年
﹃
横
沢
入
の
歴
史
遺
産
を
歩
く
│
伊
奈
石
の
石
切
場
と
石
仏
﹄
伊
奈
石
の
会
編
︑
共
著
︑
揺
籃
社
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

︑
揺
籃
社
二
〇
一
〇
年
主
な
論
文
・
報
告
﹁
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
結
成
へ
の
歩
み
│

│
文
化
財
保
存
運
動
発
展
の
た
め
に
﹂﹃
考
古
学
研
究
﹄
一
六
│
三
︑
一
九
七
〇
年
﹃
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
文
化
財
調
査
報
告
Ⅰ
﹄
共
著
︑
横
浜
市
教
育
委
員
会
一
九
七
一
年
﹁
国
民
的
考
古
学
運
動
の
復
権
と
継
承
の
た
め
に
﹂﹃
歴
史
評
論
﹄



号
︑
歴
史
科
学
協
議
会
一
九
七
二
年
﹁
狛
江
市
亀
塚
古
墳
出
土
の
土
師
器
﹂﹃
多
摩
考
古
﹄
号
多
摩
考
古
学
研
究
会
一
九
七
二
年
12
﹃
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
文
化
財
調
査
報
告
Ⅲ
﹄
共
著
︑
横
浜
市
教
育
委
員
会
一
九
七
二
年
﹃
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
文
化
財
調
査
報
告
Ⅳ
﹄
共
著
︑
横
浜
市
教
育
委
員
会
一
九
七
三
年
﹁
モ
ー
ス
一
〇
〇
年
と
科
学
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